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の 歴史 に も 詳しく 、 本当に貴重 な

存在になって いる 。設備 管理の仕

事 は 知力 と 体力 の 両方 を 備え て い

なけれ ば でき ない 上 に 、 顧客 へ の

気遣い も 必要 。 シニア世代 に なる

と 衰える 体力 面 は 会社 として フォ

ローし、 できれば80代までは勤務

を 続け て ほしい と の 声 も 上がっ て

いる という 。

毎月 第 2 土曜日 に 掲載

味

C

82022 年 ( 令 和 4 年 ) 1 月 8 日 土 曜 日

關的議論
設備 の 生き字引 。

1963年創業の老舗総合ビルメン

テナンス 企業 、 昭和建物管理 ( 名

古屋市) 。 三河支店の漆戸隆夫さ

ん ( 66 歳 ) は 、 88 年 の 開院 時 から

碧南市民病院 の 設備 管理 を 担当 し

て いる ベテラン だ。65 歳 定年 の 同

社 で 60 代 の 社員 は 珍しく は ない

が 、 勤続 年数 が 長いだけ で は なく 、

同一 施設 で の 経験 が 長いので施設
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格
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し
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い
る

後
輩
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中
堅
社
員
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と

作
業
の

打
ち
合
わ
せ
を

行
う
漆
戸
さ
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ど
も

取
得
し

た

。
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級

ボ
イ
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撮
影
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た
め
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マ
ス
ク

を

外
し
て
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熟

ー

技
士

の

資
格
は

設
備
管
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仕

事
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は

必
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と

言
わ
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が
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格
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取
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勉
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、
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を
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。
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、

警
備
会
社
に

約

9

カ

月
間
勤
務
し

任

に

な
っ
た

。

主
任
は

ほ
か
の

従

た

。

そ
の
後
、

職
業
訓
練
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フ
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械
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建
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だ

。
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、
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翌
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ど
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回
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を
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械
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携
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独
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迎
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。

広
い
施

ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な

資
格

も

取
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感
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取
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。
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(うるしど ・ たかお )

三河支店 (碧南市民病院) 課長

漆戸 隆夫さん

昭和建物管理

知識と経験で 「安全第一」 伝える
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